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令和６年７月1日

発　行
東城町森林組合
ＴＥＬ ４－０００２
ＦＡＸ ４－０００３

森林組合の現況

1． 出 資 金� 18,335千円

2． 組 合 員� 1,244名

3． 総　　代� 189名

4． 役　　員� 10名

5． 職　　員� 23名

令和６年６月１日現在

機構　芝山２造林地
　

ご 

挨 

拶

�

代
表
理
事
組
合
長
　
板
倉
　
一
弥　

　

組
合
員
の
皆
様
に
は
常
日
頃
か
ら
組
合
運
営
に

つ
き
ま
し
て
は
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
60
回
通
常
総
会
の
御
案
内
を
い
た
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、
総
代
の
皆
様
に
は
、
大
変
お
忙
し
い
所

ま
た
、
足
元
の
悪
い
中
、
御
出
席
を
い
た
だ
き
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
今
年
は
昭
和
39
年
の
組
合
合
併
60
周

年
の
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
に
な
り
ま
す
。
そ
れ

に
伴
い
記
念
行
事
を
行
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
節
は
、
改
め
て
、
お
世
話
に
な
る
と
思

い
ま
す
が
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
規
制
が

緩
和
さ
れ
平
常
の
日
常
生
活
が
戻
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
う
し
た
中
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
初
夏
の

５
月
に
森
林
祭
り
を
実
施
し
ま
し
た
。
多
数
の
ご

来
店
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

事
業
に
於
い
て
は
２
点
ほ
ど
お
話
を
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
先
ず
一
つ
目
と
し
て
昨
年
、
庄
原
市
が

環
境
譲
与
税
を
使
い
、
循
環
型
林
業
推
進
事
業
と

し
て
、
再
造
林
及
び
下
刈
り
等
の
保
育
事
業
を
、

国
、
県
の
補
助
金
に
大
幅
に
上
乗
せ
す
る
事
で
、

所
有
者
の
負
担
を
軽
減
し
、
再
造
林
と
森
林
の
管

理
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
新
た
な
取

組
が
始
ま
り
ま
し
た
。
皆
伐
が
進
む
中
、
東
城
町

森
林
再
生
協
議
会
と
組
合
で
、
再
造
林
の
推
進
に

努
め
て
い
ま
す
。
山
主
の
負
担
が
軽
く
な
る
こ
と

で
、
少
し
で
も
循
環
型
林
業
の
確
立
と
と
も
に
、

森
林
の
も
つ
多
面
的
な
機
能
が
維
持
出
来
れ
ば
い

い
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
取
組
と
し
て
、
境
界
の
明
確
化
事

業
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
組
合

は
、
平
成
19
年
か
ら
取
り
組
ん
で
お
り
、
現
在
町

内
３
地
区
に
於
い
て
年
間
約
２
５
０
ha
を
実
施

し
、
昨
年
ま
で
に
約
２
、５
０
０
ha
の
確
定
が
出

来
て
い
ま
す
。
土
地
所
有
者
の
高
齢
化
で
境
界
の

詳
し
い
人
が
山
に
上
が
れ
な
く
な
り
、
境
界
が
分

か
ら
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
境
界
の
確
定
は
喫
緊

の
課
題
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
現
在
、
日
本
国

内
で
土
地
所
有
者
が
不
明
な
土
地
は
（
林
地
、
だ

け
で
な
く
宅
地
、
農
地
を
含
め
て
）
九
州
本
土
の

面
積
を
大
き
く
上
回
る
約
４
１
０
万
ha
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
対
策
を
講
じ
な
け
れ

ば
、
２
０
４
０
年
に
は
北
海
道
本
土
に
相
当
す
る

７
８
０
万
ha
に
拡
大
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
、
確
定
を
し
て
お
か
な
け
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
先

不
明
の
山
が
増
え
る
ば
か
り
に
な
り
ま
す
。
４
月

１
日
よ
り
、
相
続
登
記
が
義
務
化
と
な
り
、
変
更

手
続
き
を
し
な
い
と
過
料
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

東
城
町
の
山
林
面
積
2
、5
万
ha
有
り
ま
す
か
ら
、

国
調
が
済
ん
だ
所
も
有
り
ま
す
が
、
先
ほ
ど
の
確

定
済
の
２
、５
０
０
ha
は
、
そ
れ
は
ま
だ
10
％
の

確
定
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
引
続
き
明
確
化
事
業
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

地
区
懇
談
会
を
今
年
度
も
8
月
に
小
奴
可
、
東

城
の
２
会
場
で
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

組
合
員
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
直
接
お
聞
き
し
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
出
席
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

最
期
に
、
今
年
度
も
役
職
員
一
体
と
な
り
、
組

合
運
営
に
取
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
組
合
員
の

皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
重
ね
て
お
願

い
申
し
上
げ
、
私
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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　令和６年度も、懇談会を開催いたします。日頃の組合に対するご意見、ご要望
をお聞きし、組合員の皆様の意思をできる限り反映する経営を行いたいため、地
区懇談会を下記のとおり開催いたします。２会場となりますが、ご出席のほど宜し
くお願いします。

懇談会の主な内容
　・林業の動向について	 　　　・森林組合の取組について
　・補助事業について		 　　　・組合員の変更手続き等について
� など　　

日時・会場
開催日 時　間 会　　場

８月22日（木） 10：30～11：30 庄原市役所東城支所（３階　大会議室）
８月23日（金） 10：30～11：30 小奴可自治振興センター（内堀）

組 合 員 各 位
東　城　町　森　林　組　合
代表理事組合長　板倉　一弥

地区懇談会の開催について

地区にとらわれず、ご都合の良い日・会場にご出席してください。
懇談会にご出席していただいた方には東城町森林組合購買で使える商品券（1,000円相当）
を贈呈いたします。



森林組合からのお知らせ
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　組合員の方には、出資をしていた
だいて、組合員になってもらっています。
　組合員が亡くなられて、ご家族が、
森林組合の組合員の、相続・脱退の
手続きをされないと最終的に出資金
は帰ってきません。ほかの金融機関と
合わせて森林組合にご連絡ください。
　また、譲渡や転居、出資配当金が
振り込まれる銀行口座の変更などの
場合にも組合に届出が必要です。
　申込書等書類は、森林組合に用意
しております。手続きの際は、当組合
までお問い合わせください。

　５月24日に第27回森林まつりを開催しました。
　大勢の方にご来場頂き、誠にありがとうござい
ました。
　今年は、各メーカーとも、バッテリーの新商品
が続 と々出てきました。これも時代の流れなのか
もしれません。
　来年も森林まつりの開催を予定しておりますの
でご来場ください。
　また、新聞折込チラシでいい商品やお買い得
商品の案内をしますので、ぜひご来店ください。

　林業を続けてきて最後は地元
の森林のために働きたい思い、
東城町森林組合の職員としてお
世話になることとなりました。
　皆様の山づくりに貢献できるよ
う精一杯努めていきますのでよろ
しくお願いします。

西田　真康 （令和6年4月採用）

新しい職員の紹介

組合員相続手続き等のお願い

森林まつりを開催しました

手続き内容 提出書類等について

組合員がお亡くなりに
なられた場合

〔相続の場合〕
・�組合員加入申込書及び出資証券

又は出資証券紛失届と相続証明
書類を合わせてご提出下さい。

〔脱退の場合〕
・�組合員脱退届及び出資証券又は

証券紛失届と相続証明書類を合
わせてご提出下さい。

譲渡の場合
・�組合員加入申込書及び出資証券

又は出資証券紛失届と持分譲渡
承認願を合わせてご提出下さい。

住所等変更の場合 ・住所等変更届を提出ください。
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第60回通常総代会  開催
　令和６年３月26日に当組合の会議室において第60回の通常総代会が開催されました。
　当日は、組合長の挨拶に始まり、感謝状の贈呈、来賓者の祝辞、祝電披露を行いました。また、
総代数192名の内165名（出席68名　委任状　２名　書面議決　95名）の出席で出席率が85.94％で
あり、議会が成立し開会宣言がなされ、議長に和田　博之 総代を選出し、議事に入りました。議
題は第１号議案から９号議案が賛成多数により可決されました。

広島県議会議員 兼 広島県森林組合連合会� 代表理事会長　小林　 秀矩 氏
庄原市役所　東城支所　� 支 　所 　長　清水 　勇人 氏
広島県北部農林水産事務所� 所　　　　長　防田 　浩基 氏
広島県北部農林水産事務所� 林務第二課長　岩間 　健一 氏
国立研究開発法人 森林研究・整備機構 森林整備センター
広島水源林整備事務所� 所　　　　長　鈴木 　浩二 氏
広島県森林組合連合会� 代表理事専務　相良 伊知郎 氏

広島県森林組合連合会　代表理事 会  長　小林　 秀矩 氏
西 城 町 森 林 組 合　代表理事組合長　津田　 幸則 氏
備　北　森　林　組　合　代表理事組合長　八谷　 恭介 氏

板倉代表理事組合長あいさつ

庄原市長　木山　耕三
代読　東城支所長　清水　勇人 氏

表彰者（退職勤続 30年以上）
山田　一雄 氏

広島県北部農林水産事務所
所長　防田　 浩基 氏

広島県議会議員
小林　秀矩 氏

議長　和田　博之 総代

来賓紹介

祝電紹介
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第60回通常総代会提出議案
　第１号議案　令和５年度事業報告、貸借対照表、損益計算書及び剰余金処分案、注記表及び
　　　　　　　   附属明細書の承認について
　第２号議案　令和６年度事業計画並びに損益計画案承認について
　第３号議案　令和６年度借入金の最高限度額決定について
　第４号議案　令和６年度１組合員に対する貸付額及び損害金の決定について
　第５号議案　令和６年度各種手数料の決定について
　第６号議案　令和６年度役員報酬の決定について
　第７号議案　令和６年度余裕金の預け入れ金融機関の決定について
　第８号議案　国立研究開発法人森林研究・整備機構分収造林契約承認について
（特別決議事項）
　第９号議案　定款の一部改正について
� （単位：円）

貸　借　対　照　表 損 益 計 算 書
科　　目 金　額 科　　目 金　額 科　　目 金　額

【資産の部】 【負債の部】 指導事業総利益 －326,681
現金・預金 368,894,712 買掛金 2,203,784 販売事業総利益 35,274,545 
売掛金 8,256,773 短期借入金 0 森林整備事業総利益 76,618,947 
棚卸資産 43,408,045 未払金 41,049,596 事業利益計 111,566,811 
前払費用 7,211,988 未払法人税等 3,920,800 人件費 65,247,234 
未収金 23,479,461 未払費用 5,658,062 旅費交通費 603,450 
差入保証金 450,000 預り金 17,191,717 事務費 1,560,887 
仮払金 34,792 受託販売預り金 17,932,840 業務費 2,356,823 
立替金 10,203,186 完成工事保証引当金 1,000,000 諸税負担金 10,231,155 
流動資産計 461,938,957 流動負債計 88,956,799 施設費 14,530,281 
有形固定資産 100,458,167 退職給付引当金 24,008,100 雑費 112,209 
無形固定資産 554,919 役員退任慰労金引当金 6,062,775 事業管理費計 94,642,039 
外部出資金 8,273,000 森林経営準備金 1,864,040 事業利益 16,924,772 
その他固定資産 146,390 固定負債計 31,934,915 事業外損益 732,273 
固定資産計 109,432,476 負債合計 120,891,714 経常利益 17,657,045 

【純資産の部】 特別損益 359,771 
出資金 18,335,000 税引前当期利益 18,016,816 
法定準備金 37,021,000 法人税・住民税等 3,920,800 
任意積立金 297,061,000 当期余剰金 14,096,016 
当期未処分剰余金 96,460,795 前期繰越余剰金 48,364,779 
資本準備金 1,601,924 積立金取崩額 34,000,000 
組合員資本合計 432,144,719 当期未処分剰余金 96,460,795 
純資産合計 450,479,719 

資産合計 571,371,433 負債・純資産合計 571,371,433 令和5年度剰余金処分
当期未処分剰余金 96,460,795 
任意積立金 56,300,000 
出資配当金 733,400 
次期繰越剰余金 39,427,395 
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境界明確化事業に取り組んでいます
　「山林管理を行う前提条件」として、不明瞭な森林の境界の確認作業を所有者と一
緒に行い、場合によっては、両隣同士で境界を新たに決めてもらい、そのしるしとして、
杭を打ってもらった位置を、GPS測量機で、測量を行い、図面にして今後の森林経営
計画に活用することを目的に取り組んでいます。
　これまで、平成20年度から令和５年度まで2,581haを行いました。
　待っておられる地区も多いことから、令和３年度から人員を増やして取り組んでい
ますが、高齢化と山の境界を知らない世代が多くなったことで、なかなか境界が決ま
らず時間がかかっております。誠意努力しておりますので、ご理解ご協力のほどよろ
しくお願いします。

調査素図（だんご図） 境界確定図（測量図）
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施業組合活動支援金制度施業組合活動支援金制度
（東城町森林組合独自制度）

目　　的

支援条件 支援金額

組合員への利益の還元の一環として、森林施業組合管内の作業道（林道）の草
刈をされた森林施業組合に、作業延長に応じて活動費をお支払いします。

草刈作業後に森林施業組合長が「作業道草刈作業報告書」を森林組合へ提出し
てください。
草刈の場所を報告してください。（住宅地図等）
作業した状況のわかる写真を１回につき２～３枚提出してください。（電子データ
でも構いません）

草や木の刈払い作業
（刈幅は作業道の幅）

作業時期は問いません。

作業距離に応じて森林組合が定めた単価
（50円/ｍかつ、一施業組合管内最大7.5万円まで）

草刈作業の難易度は考慮しません。
（刈った草の量・木の種類等）

　森林施業組合での作業が
難しい場合、地域の自治振
興区や青年会、消防団やス
ポーツ団体や任意の団体に
依頼されても結構です。（支
払いは施業組合銀行口座へ
振込ます。）
　国、広島県、庄原市の補
助金や助成金でないので、
日当は当然ですが、飲食や
旅行等の補填に使えます。

手続き方法

今年から
2.5万円増やしました！
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造林補助金制度の概要造林補助金制度の概要
令和５年度� 1.00ha当り単価

事業
名

対象
年生

施　業　基　準
（１カ所0.10ha以上） 期 日 概算補助金額

植
　
付

・スギやヒノキ等の伐採跡地に植え付け作業
・事前計画書が必要
・苗木の購入伝票が必要

4月末日
までに
完了

2000本植え　 440,000円
2500本植え　 499,000円
3000本植え　 557,000円

留意点 ・地拵えの状況や植栽樹種がわかるように撮影すること。

下
　
刈

1～5

・全面積の刈払い作業
8月末日
までに
完了

　　　　　　    86,000円

留意点
・事業実施前の写真については，雑草木が繁茂している状況を撮影するなど，
　下刈の必要性がわかるよう撮影すること。
・事業実施前・事業完了後の写真については，遠景及び近景を撮影すること。

保
育
間
伐

11～35

・チェンソ－で行う伐採作業
・事前計画書が必要
・20％以上の伐採

刈払なし	 42,000円
刈払あり	 86,000円

留意点 ・事業完了後の写真は，伐根が写真に写るよう配慮して撮影すること。

（
搬
　
出)

間
　
伐

20～60

・1ha当り10㎥以上の出材
・20％以上の伐採
・市場伝表など材積がわかるものが必要
・事前計画書が必要

  0～  9㎥　　   33,000円
10～19㎥　　   88,000円
20～29㎥　　 124,000円
30～39㎥　　 159,000円
40～49㎥　　 195,000円
50～59㎥　　 231,000円
60～69㎥　　 263,000円
70～79㎥　　 295,000円
80～    ㎥　　 307,000円

留意点
・事業完了後の写真は，伐根が写真に写るよう配慮して撮影すること。
・事業実施中の写真については，原則として次の区分毎に写真を撮影すること。
　①伐倒後の状況　②集材状況　③造材状況　④搬出状況　⑤はい積状況

※補助事業は全事業とも認定されている森林経営計画の作業計画に準じて行ったものが対象になります。
※補助事業には写真や伝票が申請の資料として必要になります。
　原則どの事業も施行地ごとに『着手前』『完了後』の状況写真を撮影すること。
　搬出間伐事業については『実施中』も必要なため留意点に沿って撮影すること。
　また、着手前・完了後の写真撮影は原則として同一地点で同一方向に向けて撮影するよう努めること。
　写真を撮る際には、看板（事業名・作業場所・氏名の記入したもの）を入れ撮影してください。
　1ha以上の施工地は2か所以上撮影を行うこと。
※令和4年の7月以降に着手した間伐については0.10haかから採択の可能になりました。
※表は昨年度の金額ですので参考程度にしてください。
※補助事業について、わからないことや上記以外の作業を行いたいことがあれば事前にご相談ください。


